
注）実用発電用原子炉の審査実績を踏まえて事業指定基準規則の条文ごとの対応状況を

整理した資料 

 

１．件名：「日本原燃(株)再処理施設の新規制基準適合性に関する面談」 

 

２．日時：令和元年１１月１日（金）１５時３０分～１６時１０分 

 

３．場所：原子力規制庁 １０階会議室 

 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 

（原子力規制部新基準適合性審査チーム）  

古作企画調査官、猪俣上席安全審査官、中川上席安全審査官、上出

安全審査官、田尻安全審査官、新井再処理係長 

日本原燃(株) 

越智 執行役員 再処理事業部 副事業部長 他４名 

  

５．要旨 

  日本原燃株式会社（以下「日本原燃」という。）と、新規制基準に係る再

処理事業変更許可申請に係る整理資料注）の今後の提出予定等について、以

下のとおり面談を行った。 

 

（１）原子力規制庁から、１０月３１日の審査会合での指摘を踏まえた日本

原燃の対応方針について説明を求めた。 

 

（２）日本原燃から、主に以下のとおり対応する旨の発言があった。 

・審査会合での指摘を踏まえ、整理資料の各条文対応では、担当する管

理者が責任を持って説明内容を必要十分なものとして取りまとめる

とともに、提出予定等を明確にする。 

・今後の審査会合に向けた対応については、審査会合での指摘を踏まえ

た整理資料の取りまとめに必要な時間等を改めて精査し、改めて説明

する。 

 

６．その他 

なし 

 


